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一近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
史
研
究
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
以
来
、
慈

善
と
救
貧
の
中
核
を
成
す
ワ
ク
フ
の
実
証
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。
そ
こ
で
は
ワ
ク
フ
の
都
市
・
地
域
開
発
に
お
け
る
重
要

性
や
、
家
族
の
資
産
形
成
・
相
続
と
の
関
係
、
現
金
ワ
ク
フ
の
普

及
と
運
営
、
女
性
に
よ
る
ワ
ク
フ
創
設
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社

会
的
意
義
な
ど
の
問
題
が
検
討
さ
れ
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ワ
ク
フ

の
特
徴
と
し
て
水
平
的
・
垂
直
的
な
普
及
・
浸
透
や
機
能
的
な
持

続
性
・
柔
軟
性
・
多
様
性
が
強
調
さ
れ
た
（
1
）
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
お

い
て
ワ
ク
フ
の
具
体
的
な
慈
善
機
能
は
長
ら
く
看
過
さ
れ
る
傾
向

に
あ
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
都
市
の
代
表
的
な
ワ
ク

フ
対
象
施
設
で
あ
る
給
食
所
（‘im

âret

）
の
運
営
と
社
会
的
役
割

に
研
究
者
の
注
目
が
集
ま
り
、
そ
こ
で
の
食
事
の
無
償
提
供
を
中

心
と
す
る
慈
善
機
能
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
史
研
究
の
全
体

的
傾
向
と
し
て
慈
善
・
救
貧
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
Ａ
・
シ

ン
ガ
ー
が
『
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
に
お
け
る
慈
善
』
を
著
し
て
そ
の

多
様
性
を
明
ら
か
に
し
、
以
後
の
研
究
の
可
能
性
と
課
題
を
示
し

た
（
2
）。
こ
れ
を
受
け
て
近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
史
研
究
に
お
い
て
も
都

市
を
中
心
と
す
る
多
様
な
慈
善
・
救
貧
活
動
が
着
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
個
々
の
実
態
解
明
と
政
治
的
・
社
会
的
・
文
化
的
側
面

か
ら
の
多
面
的
な
考
察
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

本
稿
で
は
近
年
の
慈
善
・
救
貧
史
研
究
の
進
展
と
そ
の
重
要
性

を
踏
ま
え
、
ま
ず
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
都
市
に

お
け
る
慈
善
・
救
貧
を
め
ぐ
る
研
究
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
て

い
き
た
い
。
対
象
地
域
は
原
則
と
し
て
帝
国
中
心
部
で
あ
る
ア
ナ

ト
リ
ア
と
バ
ル
カ
ン
に
限
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
ア
ラ
ブ
史
研
究

近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
都
市
の
慈
善
と
救
貧

藤

木

健

二

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
環
地
中
海
都
市
の
慈
善
と
救
貧
│
│
中
世
か
ら
近
世
へ
│
│
」

近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
都
市
の
慈
善
と
救
貧

一
四
一
（
三
六
五
）



に
も
言
及
す
る
。
ま
た
、
研
究
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、

慈
善
・
救
貧
と
密
接
に
関
わ
る
物
乞
い
に
つ
い
て
一
八
世
紀
前
半

の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
関
す
る
台
帳
史
料
に
依
拠
し
て
若
干
の
考
察

を
試
み
た
い
。

二イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
定
め
る
慈
善
は
、
一
種
の
財
産
税
で
あ
る
義

務
的
喜
捨
の
ザ
カ
ー
ト
（zakāt,zekât

）
と
神
に
近
づ
く
最
良

・

の
手
段
と
し
て
奨
励
さ
れ
た
自
発
的
喜
捨
の
サ
ダ
カ
（sadaqa,

sadaka

）
か
ら
成
る
が
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
は
前
者
を
管
理
・
監

督
す
る
公
的
制
度
・
機
構
が
存
在
せ
ず
、
後
者
が
慈
善
・
救
貧
に

お
け
る
重
要
な
位
置
を
占
め
た
（
3
）
。
近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
中
心
部
に

関
す
る
従
来
の
研
究
は
、
こ
う
し
た
サ
ダ
カ
の
一
形
態
で
あ
る
ワ

ク
フ
に
基
づ
く
慈
善
施
設
・
制
度
と
、
受
益
者
で
あ
る
貧
者
や
弱

者
と
い
う
二
つ
の
問
題
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

ワ
ク
フ
を
め
ぐ
る
研
究
で
は
、
給
食
所
や
病
院
（bîm

âristân,

bîm
ârhâne,tım

arhâne,

�ifâhâne,dârü’

�-

�ifâ

）
な
ど
の
ワ
ク

フ
対
象
施
設
の
ほ
か
、
現
金
ワ
ク
フ
に
基
づ
く
ア
ヴ
ァ
ー
ル
ズ
・

ワ
ク
フ
（‘avârız

vakfı

）
や
同
職
組
合
ワ
ク
フ
（esnâf

vakfı,

�

esnâf
sandıgı

）
な
ど
が
具
体
的
な
考
察
対
象
と
さ
れ
た
。
人
々

に
無
償
で
食
事
を
提
供
す
る
給
食
所
は
、
一
四
世
紀
以
降
、
ス
ル

タ
ン
を
始
め
と
す
る
支
配
層
の
ワ
ク
フ
対
象
施
設
と
し
て
、
ま
た

多
く
が
複
合
施
設
（külliye

）
の
一
部
と
し
て
各
地
の
都
市
に
建

設
さ
れ
、
そ
の
数
は
一
六
世
紀
末
ま
で
に
百
軒
以
上
に
達
し
た
（
4
）
。

最
も
基
本
的
か
つ
重
要
な
慈
善
・
救
貧
行
為
で
あ
る
食
糧
の
施
し

は
、
修
道
場
や
マ
ド
ラ
サ
、
墓
�
、
有
力
者
の
邸
宅
な
ど
で
も
日

常
的
に
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
機
能
に
特
化
し
た
給
食
所
は
都
市
の

中
心
的
か
つ
特
徴
的
な
慈
善
・
救
貧
施
設
と
し
て
ワ
ク
フ
研
究
の

初
期
か
ら
一
定
の
関
心
を
集
め
て
き
た
（
5
）
。
一
九
八
〇
年
代
に
入
る

と
、
充
分
な
検
証
の
な
い
ま
ま
慈
善
機
能
を
過
大
評
価
す
る
傾
向

に
あ
っ
た
従
来
の
見
方
を
批
判
的
に
捉
え
、
都
市
社
会
に
お
け
る

給
食
所
の
役
割
を
具
体
的
に
検
証
す
る
個
別
研
究
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
一
五
―
一
六
世
紀
エ
デ
ィ
ル
ネ
に
関
す
る
Ｈ
・
ガ

ー
バ
ー
の
研
究
は
、
計
一
一
軒
の
給
食
所
が
都
市
の
成
年
男
子
人

口
の
半
数
以
上
に
相
当
す
る
約
二
六
〇
〇
人
分
の
食
事
を
毎
日
提

供
し
た
事
実
を
根
拠
と
し
て
都
市
の
食
糧
供
給
や
貧
者
救
済
に
お

け
る
給
食
所
の
重
要
性
を
強
調
し
た
（
6
）
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
の
フ
ァ
ー
テ
ィ
フ
複
合
施
設Fâtih

külliyesi

に
付
属
す
る

給
食
所
の
運
営
実
態
を
検
討
し
た
林
佳
世
子
は
、
貧
者
よ
り
も
む

し
ろ
複
合
施
設
の
職
員
や
宿
泊
所
を
訪
れ
た
旅
人
、
マ
ド
ラ
サ
の

教
授
や
学
生
が
そ
こ
で
の
主
要
な
慈
善
対
象
で
あ
っ
た
と
し
た
（
7
）
。

エ
ル
サ
レ
ム
の
ハ
セ
キ
・
ス
ル
タ
ン
給
食
所H

asekiSultan

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

一
四
二
（
三
六
六
）



‘im
âreti

に
関
す
る
一
連
の
研
究
（
8
）
は
給
食
所
研
究
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
し
た
と
い
え
る
が
、
と
り
わ
け
Ａ
・
シ
ン
ガ
ー
の
二
〇
〇

二
年
の
研
究
は
、
慈
善
・
救
貧
の
多
様
性
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
ワ

ク
フ
創
設
者
と
し
て
の
女
性
の
政
治
的
・
社
会
的
役
割
や
食
糧
供

給
政
策
と
給
食
所
の
関
係
な
ど
を
検
討
し
た
点
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

彼
女
は
そ
の
後
も
帝
国
内
の
給
食
所
の
地
理
的
分
布
や
給
食
受
給

者
を
制
限
・
選
別
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
検
討
を
と
お
し
て
そ

の
全
体
像
の
構
築
を
試
み
た
（
9
）
。
二
〇
〇
七
年
に
は
オ
ス
マ
ン
帝
国

の
給
食
所
を
多
面
的
に
考
察
し
た
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ

の
な
か
で
創
設
者
で
あ
る
支
配
層
と
受
給
者
で
あ
る
臣
民
と
の
関

係
に
お
け
る
給
食
所
の
象
徴
的
・
儀
礼
的
意
味
を
検
討
し
た
Ｃ
・

ノ
イ
マ
ン
は
、
各
地
に
お
け
る
給
食
内
容
・
方
法
の
共
通
性
に
着

目
し
、
地
域
を
超
え
て
受
給
者
に
共
通
体
験
を
提
供
す
る
給
食
所

が
支
配
権
力
の
理
想
と
す
る
世
界
観
や
社
会
秩
序
を
帝
国
内
に
浸

透
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
と
主
張
し
た
（
10
）
。

バ
ル
カ
ン
の
給
食
所
は
一
四
世
紀
後
半
以
降
の
オ
ス
マ
ン
帝
国

の
進
出
・
征
服
と
関
連
づ
け
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
征
服
当
初
の
バ
ル
カ
ン
諸
都
市
に
は
既
に
多
数
の
給
食

所
が
存
在
し
、
都
市
住
民
の
多
数
派
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
給

食
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
や
、
そ
の
財
源
が
現
金
ワ
ク
フ
と
し
て

運
用
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
取

り
込
み
や
地
域
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
・
オ
ス
マ
ン
化
、
都
市
の
社
会

的
・
経
済
的
発
展
に
果
た
し
た
役
割
が
強
調
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
（
11
）。一

四
世
紀
末
以
降
、
無
償
で
診
察
や
治
療
を
行
う
ワ
ク
フ
対
象

施
設
と
し
て
ブ
ル
サ
や
エ
デ
ィ
ル
ネ
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
、
マ
ニ
サ
、

メ
ッ
カ
な
ど
の
各
地
に
病
院
が
建
設
さ
れ
た
。
多
く
は
ス
ル
タ

ン
・
母
后
・
大
宰
相
ら
を
創
設
者
と
し
、
複
合
施
設
の
一
部
を
成

し
た
。
そ
の
研
究
の
基
礎
は
Ｂ
・
Ｎ
・
シ
ェ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
オ
ー
ル

の
広
範
な
医
療
・
医
学
史
研
究
（
12
）
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
が
、
そ
の
運

営
や
治
療
の
実
態
を
実
証
的
に
解
明
す
る
試
み
は
二
〇
〇
〇
年
代

以
降
の
Ｆ
・
ウ
ナ
ン
ら
の
諸
研
究
（
13
）
に
始
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ

こ
で
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
フ
ァ
ー
テ
ィ
フ
複
合
施
設
付
属
病
院
や

ブ
ル
サ
の
ユ
ル
ド
ゥ
ル
ム
病
院Y

ıldırım
dârü’

�-

�ifâsı

に
お
け

る
医
師
・
職
員
の
種
類
や
人
数
、
診
察
・
治
療
の
あ
り
方
が
具
体

的
に
検
討
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
慈
善
機
能
を
よ
り
重
視
し
た
Ｍ
・

シ
ェ
フ
ェ
ル
（
シ
ェ
フ
ェ
ル
・
モ
セ
ン
ソ
ン
）
は
病
院
創
設
の
動

機
と
背
景
、
利
用
者
の
理
念
と
実
態
、
病
院
の
開
放
性
、
疫
病
へ

の
対
応
な
ど
を
考
察
し
、
病
院
は
共
同
体
や
集
団
全
体
よ
り
も
個

人
の
医
療
を
想
定
し
た
施
設
で
あ
り
、
そ
の
慈
善
対
象
は
事
実
上

ム
ス
リ
ム
の
成
年
男
子
に
限
ら
れ
て
い
た
と
結
論
づ
け
た
（
14
）
。

現
金
を
主
要
な
財
源
と
す
る
現
金
ワ
ク
フ
が
一
六
世
紀
以
降
の

近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
都
市
の
慈
善
と
救
貧

一
四
三
（
三
六
七
）



帝
国
中
心
部
に
お
い
て
普
及
・
定
着
す
る
と
、
都
市
の
街
区
や
同

職
組
合
で
は
少
な
く
と
も
一
七
世
紀
ま
で
に
相
互
扶
助
や
慈
善
・

救
貧
の
一
手
段
と
し
て
現
金
ワ
ク
フ
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
（
15
）。
街
区
の
運
営
す
る
ワ
ク
フ
は
、
街
区
住
民
に
課
せ
ら
れ
た
ア

ヴ
ァ
ー
ル
ズ
税
（avârız-ıdîvâniyye

）
の
支
払
い
を
目
的
と
し

た
こ
と
か
ら
ア
ヴ
ァ
ー
ル
ズ
・
ワ
ク
フ
や
ア
ヴ
ァ
ー
ル
ズ
金
庫

�

（‘avârız
sandıgı

）
と
呼
ば
れ
た
が
、
多
様
な
公
共
・
慈
善
目
的

に
も
用
い
ら
れ
た
（
16
）
。
こ
れ
ま
で
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
や
ブ
ル
サ
、
ア
ン

カ
ラ
な
ど
の
事
例
か
ら
実
態
解
明
が
試
み
ら
れ
て
き
た
が
（
17
）
、
一
八

世
紀
ブ
ル
サ
の
ア
ヴ
ァ
ー
ル
ズ
・
ワ
ク
フ
は
、
街
区
内
外
の
人
々

に
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
で
現
金

を
貸
し
出
し
て
財
源
を
運
用
し
、
そ
の
収
益
を
税
の
支
払
い
や
モ

ス
ク
、
マ
ド
ラ
サ
、
修
道
場
、
教
会
、
水
道
、
公
衆
ト
イ
レ
な
ど

の
公
共
・
宗
教
・
教
育
施
設
の
維
持
や
管
理
に
充
て
た
。
幾
つ
か

の
街
区
で
は
貧
者
や
弱
者
、
学
生
、
修
道
者
に
食
事
や
現
金
を
支

給
し
た
り
、
祝
祭
・
祝
日
に
人
々
に
ヘ
ル
ヴ
ァ
（helva

）
や
蜂

蜜
入
り
シ
ロ
ッ
プ
（bal

�erbeti

）
を
施
す
こ
と
も
あ
っ
た
（
18
）
。
Ａ
・

シ
ン
ガ
ー
は
、
こ
の
よ
う
に
相
互
扶
助
や
慈
善
・
救
貧
の
手
段
と

し
て
ア
ヴ
ァ
ー
ル
ズ
・
ワ
ク
フ
が
機
能
す
る
た
め
に
は
、
寄
進
者

で
あ
る
富
者
と
受
益
者
で
あ
る
貧
者
が
同
一
街
区
に
共
存
す
る
必

要
が
あ
っ
た
と
す
る
仮
説
を
示
し
た
（
19
）
。

他
方
、
現
金
ワ
ク
フ
の
も
う
ひ
と
つ
の
形
態
で
あ
る
同
職
組
合

ワ
ク
フ
に
つ
い
て
は
、
一
七
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
と
一
八
世
紀
後

半
ブ
ル
サ
の
事
例
か
ら
そ
の
地
域
・
時
代
・
業
種
ご
と
の
多
様
性

が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
20
）
。
例
え
ば
一
七
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

の
馬
具
工
組
合
（serrâc

tâ’ifesi

）
で
は
、
あ
る
馬
具
工
の
寄
進

し
た
二
万
ア
ク
チ
ェ
を
代
々
の
組
合
長
（kethüdâ

）
が
現
金
ワ

ク
フ
と
し
て
管
理
・
運
営
し
、
そ
の
収
益
は
馬
具
工
房
群
で
働
く

貧
者
（serrâchâne

fukarâsı

）
へ
の
食
事
の
施
し
に
用
い
ら
れ

た
（
21
）。
ま
た
、
必
ず
し
も
現
金
ワ
ク
フ
に
基
づ
く
制
度
で
は
な
か
っ

た
が
、
一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
肉
屋

組
合
の
よ
う
に
、
成
員
か
ら
定
期
的
に
一
定
の
現
金
を
徴
収
し
、

貧
し
い
成
員
の
結
婚
費
用
や
治
療
費
と
し
て
再
分
配
す
る
同
職
組

合
も
存
在
し
た
（
22
）
。

イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
に
お
け
る
貧
者
・
弱
者
は
、
宗
教
的
義
務
や

神
に
近
づ
く
善
行
で
あ
る
慈
善
・
施
し
の
理
想
的
な
対
象
と
し
て

必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
（
23
）
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
中
心
部
の
貧

者
・
弱
者
に
着
目
し
た
研
究
と
し
て
は
、
彼
ら
の
多
様
性
や
選
別

化
・
差
別
化
、
主
体
性
な
ど
を
論
じ
た
Ｅ
・
ギ
ニ
オ
の
研
究
（
24
）
が
ま

ず
重
要
で
あ
ろ
う
（
25
）
。「
貧
者
」
は
普
遍
的
・
固
定
的
概
念
で
は
な

く
、
状
況
や
場
面
に
応
じ
て
特
定
の
条
件
下
の
貧
者
に
限
定
さ
れ

た
ほ
か
、
ワ
ク
フ
対
象
施
設
職
員
な
ど
の
必
ず
し
も
経
済
的
貧
者

史
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で
は
な
い
者
が
貧
者
と
見
做
さ
れ
得
た
。
こ
う
し
た
多
様
性
や
可

変
性
は
、
従
来
ア
ラ
ブ
史
研
究
に
お
い
て
慈
善
の
選
別
化
・
差
別

化
や
開
放
性
・
排
他
性
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
度
々
議
論
さ
れ
て

き
た
が
（
26
）
、
ギ
ニ
オ
は
一
八
世
紀
サ
ロ
ニ
カ
に
お
い
て
公
的
・
制
度

的
慈
善
が
優
遇
し
た
の
は
ワ
ク
フ
対
象
施
設
の
関
係
者
や
街
区
・

同
職
組
合
に
属
す
る
貧
者
で
あ
り
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

外
れ
た
移
住
者
、
逃
亡
奴
隷
、
未
熟
練
労
働
者
、
行
商
、
物
乞
い
、

解
雇
さ
れ
た
元
使
用
人
、
孤
独
な
女
性
な
ど
の
構
造
的
貧
者
に
と

っ
て
は
不
特
定
多
数
を
対
象
と
し
た
非
制
度
的
慈
善
が
よ
り
重
要

で
あ
っ
た
と
し
た
（
27
）
。
さ
ら
に
一
部
の
貧
者
が
都
市
へ
の
移
住
や
イ

ス
ラ
ー
ム
へ
の
改
宗
、
犯
罪
な
ど
に
よ
っ
て
、
或
い
は
自
身
の
子

供
を
里
子
や
使
用
人
に
出
す
こ
と
で
主
体
的
・
自
発
的
に
貧
困
か

ら
の
脱
却
を
試
み
た
事
実
か
ら
、
貧
者
は
必
ず
し
も
自
身
の
運
命

を
他
者
に
委
ね
た
受
動
的
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
の

で
あ
る
（
28
）
。

「
サ
ダ
カ
の
請
願
（sadaka

‘arzuhâli

）」
も
こ
う
し
た
貧
者
の

主
体
的
行
動
の
ひ
と
つ
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
あ
ら
ゆ
る
問

題
を
め
ぐ
っ
て
中
央
政
府
や
各
地
の
カ
ー
デ
ィ
ー
な
ど
に
向
け
て

行
う
請
願
（‘arzuhâl

）
は
、
正
義
・
公
正
（‘adl,‘adâlet

）
の

実
現
に
深
く
関
わ
る
帝
国
臣
民
の
重
要
な
権
利
で
あ
っ
た
（
29
）
。
こ
の

権
利
は
貧
者
や
弱
者
に
も
認
め
ら
れ
、
彼
ら
の
支
配
権
力
に
対
す

る
直
接
的
な
窮
状
の
訴
え
と
喜
捨
の
要
求
は
、
し
ば
し
ば
国
庫
か

ら
の
現
金
の
支
給
、
給
食
所
で
の
食
事
の
優
先
権
、
ジ
ズ
ヤ
の
免

税
な
ど
の
成
果
を
彼
ら
に
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に

さ
れ
た
具
体
的
事
例
は
か
な
り
限
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
一
八
世
紀

前
半
に
麻
痺
や
病
気
を
患
い
、
物
乞
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
程
の

貧
困
状
態
に
陥
っ
た
寡
婦
の
ラ
ヒ
ー
メR

ahîm
e

は
、「
サ
ダ
カ

の
請
願
」
に
よ
っ
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
関
税
収
入
か
ら
一
日
二
ア

ク
チ
ェ
の
「
俸
給
（vazîfe

）」
を
受
け
取
る
権
利
を
獲
得
し
た
の

で
あ
る
（
30
）
。

孤
児
（yetîm

,öksüz

）
や
捨
児
（lakît

）、
家
事
使
用
人
（hiz-

m
etçi,hizm

etkâr

）
と
い
っ
た
子
供
の
慈
善
や
貧
困
を
め
ぐ
る

問
題
も
近
年
研
究
者
の
関
心
を
集
め
つ
つ
あ
る
。
オ
ス
マ
ン
帝
国

に
孤
児
や
捨
児
の
養
育
施
設
が
現
れ
る
の
は
一
九
世
紀
後
半
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
主
に
孤
児
の
親
族
や
捨
児
の
発

見
者
ら
が
養
育
・
教
育
に
責
任
を
も
っ
た
が
、
ワ
ク
フ
に
基
づ
く

ク
ル
ア
ー
ン
学
校
（m

ektep,m
u‘allim

hâne

）
や
「
孤
児
基
金

�

（eytâm
sandıgı,eytâm

kesesi

）」
と
呼
ば
れ
る
後
見
人
制
度

が
そ
う
し
た
子
供
た
ち
の
支
援
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
（
31
）
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
ク
ル
ア
ー
ン
学
校
で
は
そ
こ
に
通

う
孤
児
や
貧
し
い
子
供
に
一
日
二
回
の
食
事
を
提
供
し
、
年
に
二

回
、
衣
服
一
式
を
与
え
る
こ
と
や
孤
児
を
優
先
的
に
入
学
さ
せ
る

近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
都
市
の
慈
善
と
救
貧
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こ
と
が
規
定
と
さ
れ
た
ほ
か
（
32
）
、
毎
年
春
に
教
師
と
と
も
に
出
か
け

る
行
楽
（teferrüc

）
の
費
用
を
子
供
た
ち
に
支
給
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
（
33
）
。
他
方
、
一
六
世
紀
ブ
ル
サ
や
一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

の
「
孤
児
基
金
」
に
関
す
る
Ｙ
・
ジ
ェ
ザ
ル
ら
の
研
究
に
よ
る
と
、

カ
ー
デ
ィ
ー
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
後
見
人
（vasî,kayyum

）

は
孤
児
が
成
人
す
る
ま
で
そ
の
遺
産
を
管
理
・
運
用
し
、
有
利
子

の
貸
与
な
ど
で
得
ら
れ
た
収
益
か
ら
孤
児
の
養
育
費
を
賄
っ
た
。

そ
の
管
理
・
運
用
の
状
況
は
カ
ー
デ
ィ
ー
に
よ
っ
て
不
定
期
に
監

査
さ
れ
た
後
、
法
廷
台
帳
に
記
録
さ
れ
た
（
34
）
。
な
お
、
捨
児

（lakît

）
に
関
す
る
一
六
世
紀
以
降
の
各
地
の
事
例
に
よ
る
と
、

モ
ス
ク
や
路
地
な
ど
で
発
見
さ
れ
た
捨
児
の
多
く
は
発
見
者
に
よ

っ
て
養
育
さ
れ
、
養
育
者
は
そ
の
費
用
（nafaka
）
を
成
人
後
、

本
人
に
対
し
て
、
或
い
は
見
つ
か
っ
た
生
み
の
親
に
対
し
て
請
求

す
る
権
利
を
法
廷
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
35
）
。

経
済
的
貧
困
に
苦
し
む
親
が
幼
い
子
供
を
富
者
の
家
事
使
用
人

と
す
る
行
為
（îcâr-ısagîr

）
は
、
少
な
く
と
も
一
六
世
紀
以
降
、

帝
国
中
心
部
の
各
地
で
み
ら
れ
た
（
36
）
。
一
八
世
紀
サ
ロ
ニ
カ
の
事
例

を
検
討
し
た
ギ
ニ
オ
は
、
預
け
ら
れ
た
使
用
人
の
多
く
が
六
―
七

歳
の
少
女
で
あ
り
、
自
身
の
衣
食
住
や
労
働
環
境
を
主
人
の
善
意

に
完
全
に
依
存
し
た
彼
女
た
ち
が
俸
給
の
不
払
い
や
暴
力
・
虐
待

な
ど
の
不
当
な
扱
い
を
受
け
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
こ
う

し
た
使
用
人
の
雇
用
が
慈
善
行
為
で
あ
っ
た
反
面
、
貧
し
い
女
性

の
社
会
的
周
縁
化
を
も
た
ら
し
た
と
主
張
し
た
（
37
）
。
こ
れ
に
対
し
て

Ｙ
・
ア
ラ
ズ
は
、
家
族
か
ら
の
隔
離
や
労
働
の
強
要
、
搾
取
・
虐

待
と
い
っ
た
そ
の
否
定
的
性
格
を
認
め
つ
つ
、
主
人
に
よ
る
保
護

や
養
育
が
子
供
を
飢
え
や
過
度
の
早
婚
か
ら
救
う
役
割
を
果
た
し

た
と
す
る
見
方
を
示
し
た
（
38
）
。
ま
た
彼
は
、
と
り
わ
け
一
八
世
紀
後

半
以
降
、
ア
ナ
ト
リ
ア
と
バ
ル
カ
ン
各
地
の
子
供
が
使
用
人
と
し

て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
住
民
に
預
け
ら
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
家
内
奴
隷

の
減
少
や
移
住
者
・
季
節
労
働
者
の
増
加
を
挙
げ
た
（
39
）
。

非
ム
ス
リ
ム
と
慈
善
・
救
貧
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
バ
ル
カ
ン

を
中
心
と
す
る
都
市
内
外
の
ギ
リ
シ
ア
正
教
教
会
・
修
道
院
の
ワ

ク
フ
化
を
め
ぐ
る
研
究
が
と
り
わ
け
大
き
な
進
展
を
み
た
と
い
え

る
。
そ
こ
で
は
教
会
や
修
道
院
が
政
府
に
よ
る
財
産
没
収
の
対
抗

策
と
し
て
自
ら
を
事
実
上
の
受
益
者
な
い
し
ワ
ク
フ
対
象
施
設
と

す
る
こ
と
に
腐
心
し
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国

か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
至
る
教
会
・
修
道
院
制
度
の
連
続
性
や
ワ

ク
フ
の
柔
軟
性
・
開
放
性
が
議
論
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
（
40
）
。
こ
れ

に
対
し
て
非
ム
ス
リ
ム
の
慈
善
・
救
貧
や
貧
者
の
具
体
的
実
態
は

余
り
解
明
が
進
ん
で
い
な
い
が
、
一
六
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
ユ

ダ
ヤ
教
徒
の
貧
者
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
・
ロ
ー
ゼ
ン
が
富
者
・
有
力

史
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者
と
の
関
係
や
街
区
・
宗
教
共
同
体
に
お
け
る
社
会
的
地
位
な
ど

を
中
心
に
検
討
し
た
（
41
）
。
ま
た
、
Ｊ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
と
Ｓ
・
ラ

イ
オ
ウ
は
一
七
―
一
八
世
紀
の
帝
国
中
心
部
の
諸
都
市
に
お
い
て

ギ
リ
シ
ア
正
教
徒
に
固
有
の
病
院
が
多
数
創
設
さ
れ
た
事
実
に
着

目
し
、
当
時
の
ギ
リ
シ
ア
系
商
人
の
活
躍
や
新
た
な
エ
リ
ー
ト
層

の
登
場
と
関
連
づ
け
て
論
じ
た
（
42
）
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
中
心
部
の

都
市
に
お
け
る
慈
善
・
救
貧
の
研
究
は
、
主
に
ワ
ク
フ
と
貧
者
・

弱
者
に
焦
点
を
あ
て
て
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
こ
で
対
象
と
し

た
地
域
・
時
代
や
依
拠
し
た
史
料
は
か
な
り
限
定
的
で
あ
り
、
更

な
る
史
料
調
査
・
分
析
と
そ
れ
に
基
づ
く
事
例
の
蓄
積
が
今
後
の

重
要
課
題
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
は
ワ
ク
フ
設
定
文
書
（vakfi-

yye

）・
会
計
簿
（vakıf

m
uhâsebe

defteri

）・
調
査
台
帳
（vakıf

tahrîr
defteri

）
な
ど
の
ワ
ク
フ
関
連
文
書
や
シ
ャ
リ
ー
ア
法
廷

台
帳
（
�er‘iye

sicildefteri

）
と
い
っ
た
諸
史
料
を
慈
善
・
救

貧
の
観
点
か
ら
読
み
直
す
作
業
が
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
（
43
）
。
慈

善
・
救
貧
の
多
様
性
を
踏
ま
え
、
そ
の
全
体
像
を
再
構
築
す
る
た

め
に
は
、
こ
れ
ま
で
余
り
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
行
為
・
施

設
・
制
度
の
考
察
に
も
正
面
か
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
修
道
場
が
も
つ
慈
善
・
救
貧
機
能
は
、

そ
の
運
営
実
態
や
社
会
的
役
割
の
問
題
と
対
照
的
に
殆
ど
検
討
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
（
44
）
。
こ
の
他
に
砂
糖
祭
・
犠
牲
祭
な
ど

の
宗
教
的
祝
日
や
結
婚
・
葬
儀
に
お
け
る
施
し
の
ほ
か
、
集
団
礼

拝
に
参
加
す
る
ス
ル
タ
ン
が
宮
殿
と
モ
ス
ク
を
往
復
す
る
際
に
行

わ
れ
た
「
金
曜
行
列
（cum

‘a
selâm

lık,cum
‘a

alayı

（
45
）
）」
や
、

王
子
の
割
礼
や
王
女
の
結
婚
を
祝
っ
て
催
さ
れ
た
「
王
家
の
祝
祭

（sûr-ıhüm
âyûn

）」
に
み
ら
れ
る
慈
善
（
46
）
、
そ
の
隔
離
性
や
閉
鎖

性
か
ら
「
癩
病
者
の
修
道
場
（m

iskinler
tekkesi

）」
と
も
呼
ば

れ
た
癩
病
院
（cüzzâm

hâne,m
iskinhâne （

47
）
）、
身
寄
り
の
な
い

子
供
・
若
者
に
竈
部
屋
（külhan

）
を
寝
所
と
し
て
開
放
し
た
公

衆
浴
場
（ham

m
âm （

48
）
）
な
ど
も
同
様
の
検
討
課
題
と
し
て
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

支
配
権
力
と
慈
善
・
救
貧
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ス
ル
タ
ン
が

自
己
の
宗
教
的
救
済
と
同
時
に
自
身
の
公
正
さ
・
敬
虔
さ
・
繁
栄

を
臣
民
に
可
視
化
す
る
目
的
で
大
規
模
な
慈
善
を
展
開
し
た
と
す

る
従
来
の
見
方
（
49
）
を
具
体
的
事
例
に
基
い
て
検
証
す
る
こ
と
が
ま
ず

必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
Ｍ
・
ゲ
ン
チ
は
特
定
集
団
の
富
裕
化
を

抑
制
す
る
政
府
の
平
等
主
義
的
政
策
が
結
果
的
に
経
済
格
差
の
是

正
や
貧
者
の
減
少
を
も
た
ら
し
た
と
主
張
し
た
が
（
50
）
、
こ
う
し
た
支

配
権
力
と
貧
者
・
弱
者
の
関
係
を
理
解
す
る
た
め
に
は
後
者
の
選

別
化
・
差
別
化
や
主
体
性
・
自
発
性
、
さ
ら
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の

人
口
抑
制
策
に
み
ら
れ
た
前
者
に
よ
る
「
不
審
者
」
の
排
除
・
排
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斥
と
い
っ
た
問
題
に
も
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題

に
関
連
し
て
、
従
来
、
公
共
空
間
に
お
け
る
慈
善
の
重
要
性
が

度
々
強
調
さ
れ
て
き
た
が
（
51
）
、
前
述
の
ア
ヴ
ァ
ー
ル
ズ
・
ワ
ク
フ
や

個
人
間
の
施
し
と
い
っ
た
私
的
空
間
に
お
け
る
慈
善
の
役
割
も
軽

視
し
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
、
施
与
者
と

貧
者
・
弱
者
が
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
現
金
や
食
糧
の
や

り
と
り
を
行
う
場
と
し
て
機
能
し
た
「
サ
ダ
カ
の
石
（sadaka

ta

�ı

）」
と
呼
ば
れ
る
石
柱
・
石
台
は
興
味
深
い
考
察
対
象
と
い

え
よ
う
（
52
）
。
こ
の
他
、
慈
善
・
救
貧
の
地
域
的
な
差
異
性
（
53
）
や
政
治

的
・
経
済
的
・
社
会
的
変
動
と
の
関
係
（
54
）
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
や
ル
ー

ム
・
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
か
ら
の
影
響
・
連
続
性
（
55
）
と
い
っ
た
問
題
も

今
後
議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。

三近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
中
心
部
の
物
乞
い
（dilenci,sâ’il,

cerrâr

）
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る

政
府
の
管
理
や
取
締
り
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
ま
ず
Ｚ
・

テ
キ
ン
や
Ｍ
・
デ
ミ
ル
タ
シ
ュ
に
よ
っ
て
身
体
強
健
な
者
の
物
乞

い
の
禁
止
や
、
老
者
・
病
者
・
障
害
者
へ
の
「
物
乞
い
許
可
証

�

�

（cerr
kagıdı

）」
の
発
給
、
バ
シ
ュ
ブ
ー
（ba

�bug

）
と
呼
ば
れ

る
役
人
に
よ
る
管
理
・
監
督
、
不
当
な
物
乞
い
を
対
象
と
し
た
追

放
令
と
い
っ
た
一
連
の
政
策
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
56
）
。
そ
の
後
、
こ

れ
ら
の
諸
政
策
を
比
較
検
討
し
た
Ｎ
・
オ
ズ
ベ
ク
は
、
一
八
世
紀

後
半
以
降
、
政
府
が
物
乞
い
を
追
放
し
て
地
方
の
労
働
力
と
し
て

活
用
す
る
政
策
や
物
乞
い
か
ら
脱
却
さ
せ
る
た
め
の
支
援
を
推
進

し
た
事
実
か
ら
、
政
府
の
物
乞
い
に
対
す
る
方
針
が
従
来
の
限
定

的
な
容
認
か
ら
完
全
な
排
除
へ
と
次
第
に
変
化
し
た
と
す
る
見
方

を
示
し
た
（
57
）
。
こ
う
し
た
物
乞
い
と
政
府
の
関
係
は
、
今
後
、
人
口

流
入
や
社
会
不
安
の
増
大
と
い
っ
た
都
市
社
会
の
様
々
な
問
題
と

関
連
づ
け
て
議
論
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
（
58
）
。
物
乞
い
の
生
活

や
活
動
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
の
多
様
か
つ
巧
妙
な
手
法
や
手
口
、

墓
地
を
�
徊
す
る
物
乞
い
集
団
、
視
覚
障
害
者
・
奴
隷
・
病
者
な

ど
に
物
乞
い
を
強
要
し
て
利
益
を
あ
げ
る
組
織
な
ど
の
事
例
が
断

片
的
な
が
ら
も
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
59
）
。

こ
の
よ
う
に
物
乞
い
研
究
は
初
動
の
段
階
に
あ
り
、
今
後
、
多

様
な
地
域
・
時
代
に
お
け
る
具
体
的
事
例
の
蓄
積
が
求
め
ら
れ
る

が
、
本
稿
で
は
首
相
府
オ
ス
マ
ン
古
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
た
一
冊

の
台
帳
史
料
（
60
）
を
可
能
な
限
り
丁
寧
に
読
み
込
み
つ
つ
、
一
八
世
紀

前
半
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
物
乞
い
に
つ
い
て
若
干
の
考
察

を
試
み
た
い
。

一
七
三
六
年
七
月
四
日
の
日
付
が
付
さ
れ
た
こ
の
台
帳
に
は
、

冒
頭
の
「
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
と
ガ
ラ
タG

alata

に
住
む
視
覚
障
害

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

一
四
八
（
三
七
二
）



者
や
病
者
の
物
乞
い
（a

‘m
â

ve
‘alîl

sâ’iller

）
を

個
々
に
記
し
た
台
帳
で
あ

る
」
と
い
う
記
述
に
続
い

て
、
物
乞
い
の
名
前
が
配

偶
者
・
子
供
の
有
無
、
身

体
的
・
精
神
的
障
害
や
健

康
状
態
、
出
身
地
、
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
滞
在
歴
な
ど
の

情
報
と
と
も
に
一
人
ず
つ

記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
記
さ
れ
た
計
二
九
三
人

は
す
べ
て
キ
リ
ス
ト
教
徒

で
あ
る
。
末
尾
に
は
毎
週

日
曜
日
に
教
会
（kilise

）

の
門
前
で
行
わ
れ
る
富
者

（agniyâ

）
に
よ
る
施
し

（i‘ânet

）
に
関
す
る
簡
潔

な
規
定
が
付
記
さ
れ
て
い

る
。
二
九
三
人
の
物
乞
い

は
出
身
地
に
応
じ
て
①
キ

オ
ス
島cezîre-iSakız

（
五
七
人
）、
②
地
中
海
諸
島A

kdeniz

cezîreleri

（
四
〇
人
）、
③
ル
メ
リR

um
eli

（
三
六
人
）、
④
ア

ナ
ト
リ
アA

nadolu

（
一
四
人
）、
⑤
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
出
身
者
お

よ
び
出
身
地
不
明
の
者
（
計
一
四
六
人
）
の
順
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
性
別
が
記
述
か
ら
明
ら
か
な
二
六
八
人
を
み
る
と
、

男
女
の
内
訳
は
二
二
〇
人
と
四
八
人
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の

七
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
一
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。

出
身
地
別
の
人
数
と
配
偶
者
・
子
供
を
有
す
る
者
、
障
害
者
、

病
者
、
老
者
な
ど
の
内
訳
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
配
偶
者
な
い
し
子
供
を
有
す
る
と
明
記
さ
れ
た
者
は
そ
れ
ぞ
れ

二
五
人
と
一
八
人
に
過
ぎ
ず
、
全
体
の
�
か
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

と
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
「
ト
ド
リT

odori

、

そ
の
妻
（zevcesi

）、
そ
の
息
子
（evlâdı

）」
の
よ
う
に
配
偶
者

や
子
供
の
名
前
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
彼
ら
も
物
乞
い
で
あ
っ

た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
他
の
親
族
に
関
す
る
唯
一
の
記

述
と
し
て
、
キ
オ
ス
島
か
ら
八
ヶ
月
前
に
移
り
住
ん
だ
ニ
コ
ラ

N
ikola

に
二
人
の
兄
弟
（karında

�）
が
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
身
体
・
精
神
障
害
や
健
康
状
態
な
ど
に
関
す
る
記
述
は
全

体
の
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
二
一
一
人
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。

視
覚
障
害
者
（a‘m

â

）
が
六
七
人
と
最
も
多
く
、「
健
康

�

（sag

）」
と
記
さ
れ
た
者
は
四
六
人
、
老
者
（ihtiyâr

）
は
四
一

表：イスタンブルにおけるキリスト教徒の物乞い（1736年）
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人
、
病
者
（‘alîl,m

arîz

）
は
三
七
人
、
下
肢
障
害
者
（topal

）

は
一
四
人
、
上
肢
障
害
者
（çolak

）
は
一
二
人
で
あ
っ
た
。
こ

の
他
に
言
語
障
害
者
（dilsiz

）、
ジ
ン
に
取
り
憑
か
れ
た
者

（m
ecnûn

）、
独
眼
（yekçe

�m

）
の
者
、「
震
え
の
病
（ra‘

�e
m

arazı

）」
を
患
っ
た
者
も
一
人
ず
つ
存
在
し
た
。
四
六
人
が
敢

え
て
「
健
康
」
と
明
記
さ
れ
た
事
実
は
、
当
時
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

に
お
い
て
身
体
強
健
な
者
が
物
乞
い
と
し
て
公
認
さ
れ
得
た
こ
と

を
示
唆
し
て
お
り
、
ま
た
他
者
の
障
害
や
病
に
関
す
る
記
述
の
信

憑
性
を
高
め
る
点
で
も
と
り
わ
け
注
目
に
値
す
る
と
い
え
よ
う
。

②
地
中
海
諸
島
・
③
ル
メ
リ
・
④
ア
ナ
ト
リ
ア
出
身
者
に
は
各

人
に
よ
り
具
体
的
な
出
身
地
が
記
さ
れ
て
い
る
。
②
地
中
海
諸
島

で
は
ロ
ド
ス
島R

odos
cezîresi

出
身
者
が
五
人
と
最
も
多
く
、

次
い
で
キ
プ
ロ
ス
島K

ıbrıs
cezîresi

と
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島

M
ora

が
四
人
、
ク
レ
タ
島G

irit
cezîresi

が
三
人
、
フ
ォ
チ
ャ

Foça

、
コ
ル
フ
島K

orfa
cezîresi

、
ザ
キ
ン
ト
ス
島Zanta

cezîresi

の
各
地
が
二
人
ず
つ
、
そ
の
他
に
リ
ム
ノ
スLim

ni
・

レ
ス
ボ
スM

idilli

・
ミ
コ
ノ
スM

ikonoz

・
パ
ロ
スB

aroz

・
イ

・

ム
ロ
ズIm

roz

・
キ
ト
ノ
スK

itnoz

の
各
島
や
ゲ
リ
ボ
ル

・

G
elibolu

や
イ
ズ
ミ
ルIzm

ir

な
ど
の
出
身
者
が
一
人
ず
つ
み
ら

れ
る
。
③
ル
メ
リ
で
は
エ
デ
ィ
ル
ネ
出
身
者
が
一
二
人
と
多
い
が
、

�

そ
れ
以
外
は
テ
キ
ル
ダ
ーT

ekirdag

が
三
人
、
フ
ィ
リ
ペFilibe

、

オ
フ
リ
ドO

hri

、
ヴ
ァ
ル
ナV

arna

、
イ
ェ
ニ
シ
ェ
ヒ
ルY

eni

�e-

�

hir

が
二
人
ず
つ
で
あ
り
、
エ
ス
キ
・
ザ
ー
ラE

skizagra

、
ク

ル
ク
キ
リ
セK

ırkkilise

、
ソ
フ
ィ
アSofya

な
ど
は
�
か
一
人

で
あ
っ
た
。
同
じ
く
④
ア
ナ
ト
リ
ア
で
は
ス
ィ
ノ
プSinop

出
身

者
が
四
人
と
最
多
で
あ
り
、
以
下
ブ
ル
サB

ursa

と
カ
イ
セ
リ

K
ayseriyye

が
二
人
ず
つ
、
カ
ラ
マ
ンK

aram
ân

、
ダ
マ
ス
カ

ス
�âm

、
シ
レ
�ile

が
一
人
ず
つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
⑤
イ
ス
タ

ン
ブ
ル
出
身
者
お
よ
び
出
身
地
不
明
の
者
の
う
ち
前
者
で
あ
る
こ

と
が
明
確
な
者
は
「
地
元
出
身
（yerli

）」
と
記
さ
れ
た
五
〇
人

と
「
ガ
ラ
タ
」
と
記
さ
れ
た
一
人
を
合
わ
せ
た
計
五
一
人
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
お
け
る
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
物
乞
い
は
①
キ
オ
ス
島
出
身
者
と
⑤
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
出
身

者
が
比
較
的
多
数
を
占
め
て
お
り
、
②
地
中
海
諸
島
と
③
ル
メ
リ

と
④
ア
ナ
ト
リ
ア
の
出
身
者
に
は
具
体
的
な
地
域
や
都
市
の
偏
り

が
殆
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
九
八
人
に
記
さ
れ
た
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
滞
在
歴
を
み
て
み
る

と
、
最
短
は
「
来
た
ば
か
り
で
あ
る
（henüz

gelm
i

�tir

）」
の

よ
う
に
記
さ
れ
た
新
来
の
九
人
で
あ
り
、
最
長
は
イ
ェ
ニ
シ
ェ
ヒ

ル
出
身
で
あ
る
ペ
ト
ロPetro

の
五
二
年
で
あ
る
。
こ
の
九
八
人

の
う
ち
滞
在
歴
が
一
〇
年
未
満
の
者
は
三
八
人
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
一
年
以
上
一
〇
年
未
満
は
三
四
人
、
一
〇
年
以
上
は
二
六
人

史
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で
あ
り
、
そ
の
分
布
に
大
き
な
偏
り
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
少
な
く
と
も
彼
ら
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
へ
の
移
住
は
五
〇
年
以

上
前
か
ら
あ
る
程
度
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
八
ヶ
月
の
滞
在
歴
を
も
つ
キ
オ
ス
島
出
身
の
一
九
人
や
一

五
年
の
滞
在
歴
を
も
つ
ギ
ョ
リ
ュ
ジ
ェG

örüce

出
身
の
六
人
の

ア
ル
バ
ニ
ア
人A

rnavd

と
い
っ
た
滞
在
歴
の
一
致
す
る
複
数
の

同
郷
者
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
者
た
ち
に
つ
い
て

は
同
時
期
に
集
団
で
移
住
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
に
も
ご
く
稀
に
各
人
の
特
徴
を
示
す
記
述
が
観
察
さ
れ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
キ
オ
ス
島
出
身
の
マ
ル
ヤM

arya

と
ブ

ル
サ
出
身
の
あ
る
老
者
は
と
も
に
債
務
者
（borçlu,m

edyûn

）

で
あ
り
、
一
年
前
と
八
年
前
に
コ
ル
フ
島
か
ら
来
た
ニ
コ
ラN

ik-

ola

と
カ
ト
リ
ナK

atorina

は
奴
隷
（esir

）
で
あ
っ
た
。
新
来

の
ヤ
ニY

ani

は
、
ウ
ン
カ
パ
ヌU

nkapanı

に
立
地
し
、
フ
リ

ス
トH

ıristo

が
経
営
す
る
塩
漬
け
の
魚
卵
を
売
る
店
舗

（havyarcıdükkânı

）
に
住
ん
だ
。
五
〇
年
の
滞
在
歴
を
も
つ
老

者
ア
ナ
シ
ュ
タ
シ
ュA

na

�ta

�と
そ
の
他
三
人
は
「
ロ
シ
ア
人

R
us

」
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
キ
プ
ロ
ス
島
出
身
の
パ
ナ
ヨ
ト

Panayot

と
ニ
コ
ラN

ikola

に
は
「
仕
立
屋
（terzî

）」
と
の
記

述
が
あ
り
、
二
人
の
娘
を
も
つ
マ
ル
ヤM

arya

に
は
「
夫
が
帝

国
艦
隊
（donanm

a-yıhüm
âyûn

）
で
出
征
し
た
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
一
八
世
紀
前
半
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
物
乞
い
は
、
キ
オ
ス
島
を
始
め
と
す
る
各
地
か
ら
の

移
住
者
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
出
身
者
か
ら
成
り
、
出
身
地
や
配
偶

者
・
子
供
の
有
無
、
障
害
の
有
無
や
健
康
状
態
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

の
滞
在
歴
な
ど
を
異
に
す
る
多
様
な
人
々
で
あ
っ
た
。
前
述
の
先

行
研
究
に
お
い
て
政
府
は
少
な
く
と
も
一
八
世
紀
後
半
ま
で
老

者
・
病
者
・
障
害
者
な
ど
に
限
定
し
て
物
乞
い
を
容
認
し
た
と
さ

れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
物
乞
い
に
は
「
健
康
」
と
看
做
さ
れ
た
四
六
人
も
含
ま
れ
て
お

り
、
彼
ら
が
政
府
に
よ
る
処
罰
や
排
除
の
対
象
と
な
っ
た
形
跡
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
台
帳
が
作
成
さ
れ
た
背
景
や
過

程
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
出
身
地
や
滞
在
歴
と
い
っ
た
物
乞
い
の

来
歴
を
重
視
す
る
そ
の
性
格
と
、
一
七
三
〇
年
の
パ
ト
ロ
ナ
・
ハ

リ
ル
の
反
乱
以
降
、
警
戒
を
強
め
た
政
府
が
特
定
集
団
・
地
区
の

住
民
調
査
や
「
不
審
者
」
の
取
締
り
を
強
化
し
た
事
実
（
61
）
と
を
合
わ

せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
台
帳
も
そ
う
し
た
政
策
の
一
環
と
し
て
作

成
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

四以
上
、
本
稿
で
は
近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
都
市
の
慈
善
・
救
貧
に

近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
都
市
の
慈
善
と
救
貧

一
五
一
（
三
七
五
）



関
す
る
研
究
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、
そ
の
上
で
一
八
世
紀
前

半
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
物
乞
い
に
つ
い
て
基
礎
的
な
考
察

を
試
み
た
。
慈
善
・
救
貧
を
め
ぐ
る
本
格
的
な
研
究
は
、
一
九
八

〇
年
代
か
ら
給
食
所
の
実
態
解
明
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
二
〇
〇

〇
年
代
以
降
、
そ
の
対
象
は
病
院
や
ア
ヴ
ァ
ー
ル
ズ
・
ワ
ク
フ
、

同
職
組
合
ワ
ク
フ
、
貧
者
・
弱
者
な
ど
へ
と
徐
々
に
広
が
り
つ
つ

あ
る
。
慈
善
・
救
貧
の
多
様
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
史
料
の
丹
念
な

読
解
を
と
お
し
て
個
々
の
実
態
解
明
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
今
後

の
最
大
の
課
題
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
社
会
史
研
究
の
重
要
な
テ

ー
マ
で
あ
る
支
配
者
と
被
支
配
者
の
関
係
や
社
会
的
結
合
関
係
に

つ
い
て
、
慈
善
・
救
貧
の
政
治
的
役
割
や
貧
者
・
弱
者
の
選
別

化
・
差
別
化
、
ア
ヴ
ァ
ー
ル
ズ
・
ワ
ク
フ
、
同
職
組
合
ワ
ク
フ
、

子
供
へ
の
慈
善
な
ど
の
検
討
を
と
お
し
て
議
論
を
深
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
検
討
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
物
乞
い
に
関
す
る
一
七
三

六
年
付
の
台
帳
に
は
、
名
前
や
出
身
地
、
配
偶
者
・
子
供
の
有
無
、

障
害
の
有
無
や
健
康
状
態
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
滞
在
歴
な
ど
の
比
較

的
詳
細
な
個
人
の
情
報
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
析
か
ら
地

中
海
諸
島
や
バ
ル
カ
ン
、
ア
ナ
ト
リ
ア
な
ど
か
ら
の
移
住
者
と
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
出
身
者
で
構
成
さ
れ
た
彼
ら
の
多
様
性
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
の
台
帳
の
分
析
に
主
眼
を
お
い
た
本
稿
で
は
、
そ
の

史
料
的
制
約
か
ら
彼
ら
の
活
動
範
囲
や
職
業
的
な
物
乞
い
、
集
団

化
・
組
織
化
な
ど
の
問
題
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
今
後
、
法
廷
台
帳

を
始
め
と
す
る
諸
史
料
の
網
羅
的
な
調
査
・
分
析
と
そ
れ
に
基
づ

く
事
例
の
蓄
積
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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ら

ゆ
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地
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一
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５
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給
食
所
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善
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貧
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目
し
た
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期
の
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て
、
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E

rgin,O
sm

an,T
ürk

�ehirlerinde

・

Im
aret

Sistem
i,

Istanbul:
C

um
huriyet

M
atbaası,

1939
;

Ü
nver,

A
.

Süheyl,
F

âtih

・

・

�
A

	hânesi
T

evzî’nâm
esi,

Istanbul
:Istanbul

Fethi
D

ernegi
Y

ayınları,
1953

;B
arkan,

Ö
m

er
Lûtfi,

“

�ehirlerin
T

e

�ekkül

・

・

�

ve
Inki

�afı
T

arihi
B

akım
ından

O
sm

anlı
Im

paratorlugu’nda

・

・

Im
âret

Sitelerinin
K

urulu

�

ve
I

�leyi

�

T
arzına

Â
it

A
ra

�tırm
alar”,

・

Istanbul
Ü

niversitesi

・

Iktisat
F

akültesi
M

ec-
m

uası,23/1

�2

（1962

�63

）,pp.239
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あ
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。
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an

M
edicine

:H
ealing

and
M

edi-
cal

Institutions,
1500

�1700
,

A
lbany

:State
U

niversity
of

N
ew

Y
ork

Press,2009,pp.101

�144.

（
１５
）
現
金
ワ
ク
フ
に
関
す
る
従
来
の
研
究
で
は
、
そ
の
成
立
と
普
及

の
ほ
か
、
有
利
子
の
貸
与
に
よ
る
財
源
運
用
の
合
法
性
を
め
ぐ
る

法
学
論
争
や
各
地
域
・
時
代
の
実
態
な
ど
が
主
に
検
討
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
一
先
ずK

aya,Süleym
an,

“Para
V

akıfları
Ü

zerine”,
T

ürkiye
A

ra

	tırm
aları

Literatür
D

ergisi,1/1

（2003

）,pp.189

�203

を
参
照
。

・

（
１６
）
ア
ヴ
ァ
ー
ル
ズ
・
ワ
ク
フ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、Ip

�irli,
M

ehm
et,

“A
vârız

V
akfı”,

in
T

ürkiye
D

iyanet
V

akfı

・

Islâm

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

一
五
四
（
三
七
八
）



�

A
nsiklopedisi,

vol.
4,

1991,
p.

109
;D

eguilhem
,

“W
akf”,

p.
90

;
Ö

zcan
,

T
ahsin

,
O

sm
anlı

Para
V

akıfları
:

K
anûnî

D
önem

i
Ü

sküdar
Ö

rne


i,
A

nkara
:

T
ürk

T
arih

K
urum

u

�

B
asım

evi,2003,pp.
80

�82
;A

lada,
A

dalet
B

ayram
oglu,

O
s-

・

m
anlı

�ehrinde
M

ahalle,
Istanbul:Süm

er
K

itabevi,
2008,

pp.171
�174
を
参
照
。

（
１７
）
例
え
ばÖ

zdem
ir,R

ifat,“A
nkara

H
atuniM

ahallesiN
akit

�

A
varız

V
akfının

K
redi

K
aynagı

A
çısından

Ö
nem

i

（1785

�

1802

）”,in
V

.
M

illetlerarası
T

ürkiye
Sosyal

ve

・

Iktisat
T

arihi
K

ongresi
:

T
ebli


ler
:

M
arm

ara
Ü

niversitesi
,

T
ürkiyat

A
ra

	tırm
a

ve
U

ygulam
a

M
erkezi,

・

Istanbul
21

�25
A


ustos
1989

,
A

nkara
:T

ürk
T

arih
K

urum
u

B
asım

evi,
1990,

pp
.

733

�754
;B

ehar,
C

em
,

A
N

eighborhood
in

O
ttom

an
Istan-

bul:F
ruit

V
endors

and
C

ivil
Servants

in
the

K
asap

・

Ilyas
M

ahalle
,

A
lbany

:State
U

niversity
of

N
ew

Y
ork

Press,
2003,

pp
.

67

�68
;

Ç
iftçi,

C
afer,

“O
sm

anlı’da
M

ahalle

�

A
vârız

V
akıfları:B

ursa
Ö

rnegi

（1749

�1784
）”,

A
kadem

ik
A

ra

	tırm
alar

D
ergisi,29

（2006

）,pp.51

�69.

一
八
世
紀
ア
レ

ッ
ポ
に
つ
い
て
は
、M

arcus,A
braham

,T
he

M
iddle

E
ast

on
the

E
ve

of
M

odernity
:

A
leppo

in
the

E
ighteenth

C
entury,

N
ew

Y
ork

:C
olum

bia
U

niversity
Press,

1989,
pp.

215

�216

を
参
照
。

（
１８
）

Ç
iftçi,“O

sm
anlı’da

M
ahalle

A
vârız

V
akıfları”.

そ
の
収
益

は
病
者
の
治
療
費
や
貧
者
の
結
婚
・
葬
儀
費
用
、
新
参
者
や
帰
郷

者
へ
の
支
援
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。B

eydilli,K
em

al,・

O
sm

anlı
D

önem
inde

・

Im
am

lar
ve

B
ir

・

Im
am

ın
G

ünlü


ü,
Is-

tanbul:T
arih

ve
T

abiat
V

akfı

（T
A

T
A

V

）Y
ayınları,

2001,
pp.9

�10

を
参
照
。

（
１９
）

Singer,C
harity

in
Islam

ic
Societies,p.72.

（
２０
）
一
七
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
はY

i,E
unjeong,G

uild
D

ynam
-

ics
in

Seventeenth-C
entury

Istanbul:F
luidity

and
Leverage,

Leiden/B
oston

:B
rill,2004,pp.61

�62,85,
160

�162

を
、
一

八
世
紀
後
半
ブ
ル
サ
はFaroqhi,Suraiya,“O

ttom
an

G
uilds

in
the

Late
E

ighteenth
C

entury
:T

he
B

ursa
C

ase”,
in

id
.,

M
aking

a
Living

in
the

O
ttom

an
Lands,

1480
to

1820
,

Is-
tanbul:Isis

Press,
1995,

pp.
109

�114
;

Ç
iftçi,

C
afer,

“18.

・

Y
üzyılda

B
ursa’da

Para
V

akıflarıve
K

rediI

�lem
leri”,T

arih
A

ra

	tırm
aları

D
ergisi,23/36

（2004

）,pp.
93,

98
;K

oyuncu

・

K
aya,

M
iyase,

“18.
Y

üzyıl
Ikinci

Y
arısında

B
ursa’da

E
s-

nafın
M

ali
D

urum
una

Ö
rnekler”,

E
K

E
V

A
kadem

i
D

ergisi,
40

（2009

）,pp.272

�274

を
参
照
。

（
２１
）

Y
i,G

uild
D

ynam
ics,p.85.

同
職
組
合
が
大
規
模
な
食
事
の

施
し
を
実
施
し
た
行
楽
行
事
（teferrüc

）
に
は
未
だ
不
明
な
点
が

�
�

�

多
い
が
、
一
先
ずA

sceric-T
odd,Ines,“T

he
N

oble
T

raders
:

T
he

Islam
ic

T
radition

of
“Spiritual

C
hivalry”

（futuw
w

a

）in
B

osnian
T

rade-guilds

（16
th

�19
th

C
enturies

）”,
M

uslim

�

W
orld

,97

（2007

）,p.
168

;Filan,
K

erim
a,

“E
glence

K
ültür

M
iırasi

O
labiıliır

M
i?

:
Saraybosna’da

X
V

III.
Y

üzyılda

�

Y
a

�anan
H

alk
E

glenceleri”,
in

Zeki
D

ilek

（ed.

）,38.
IC

A
-

N
A

S
（U

luslararası
A

sya
ve

K
uzey

A
frika

Ç
alı

	maları
K

on-
gresi

）:B
ildiriler

:
T

arih
ve

M
edeniyetler

T
arihi

15
E

ylül
2007,

A
nkara

,vol.3,A
nkara

:A
tatürk

K
ültür,D

ilve
T

arih

近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
都
市
の
慈
善
と
救
貧
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五
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）



Y
üksek

K
urum

u,2011,pp.1366

�1369

を
参
照
。

（
２２
）

R
ozen

,
M

inna,
“A

Pound
of

Flesh
:T

he
M

eat
T

rade
and

Social
Struggle

in
Jew

ish
Istanbul,

1700

�1923
”,

in
Suraiya

Faroqhi
&

R
andi

D
eguilhem

（eds.

）,C
rafts

and
C

raftsm
en

of
the

M
iddle

E
ast,

London
/

N
ew

Y
ork

:I.B
.

T
auris,2005,p.204.

（
２３
）

H
oexter,

M
iriam

,
“C

harity,
the

Poor,
and

D
istribution

of
A

lm
s

in
O

ttom
an

A
lgiers”,

in
B

onner,
et

al.,
Poverty

and
C

harity,
p.

148
;A

yalon,
Y

aron
,

N
atural

D
isasters

in
the

O
ttom

an
E

m
pire

:Plague,
F

am
ine,

and
O

ther
M

isfor-
tunes,

N
ew

Y
ork

:C
am

bridge
U

niversity
Press,

2015,
pp.

42

�44.

（
２４
）

G
inio,E

yal,“Living
on

the
M

argins
of

C
harity

:C
oping

w
ith

Poverty
in

an
O

ttom
an

ProvincialC
ity”,in

B
onner,

et
al.,Poverty

and
C

harity,pp.165

�184.

（
２５
）
か
つ
て
の
社
会
経
済
史
研
究
で
は
都
市
経
済
の
一
指
標
と
し
て

・

貧
者
の
人
口
や
遺
産
額
の
分
析
が
行
わ
れ
た
。
例
え
ばInalcık,

・

・

H
alil,

“15.
A

sır
T

ürkiye
Iktisadî

ve
Içtim

aî
T

arihi
K

aynak-
ları”,

・

Istanbul
Ü

niversitesi

・

Iktisat
F

akültesi
M

ecm
uası,

15/
1

�4

（1953

�54

）,p.56
;G

erber,
H

aim
,

E
conom

y
and

Society
in

an
O

ttom
an

C
ity

:B
ursa

,
1600

�1700
,

Jerusalem
:H

e-
brew

U
niversity,1988,pp.24

�27

を
参
照
。

（
２６
）
例
え
ばH

oexter,
“C

harity,
the

Poor”,
pp.

148

�150
;

Singer,C
harity

in
Islam

ic
Societies,p.100.

（
２７
）

G
inio,“Living

on
the

M
argins”,pp.169

�172.

（
２８
）

G
inio,

“Living
on

the
M

argins”,
pp.

166

�167,
173

�177.

貧
者
の
主
体
的
性
格
を
強
調
し
た
同
様
の
見
方
と
し
て
、Singer,

C
harity

in
Islam

ic
Societies,p.147

を
参
照
。

・

（
２９
）
請
願
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、Inalcık,H

alil,“

�ikâyet

・

・

・

・
・

H
akkı

:
‘A

rz-i
H

âl
ve

‘A
rz-i

M
ahzar’lar

”
,

O
sm

anlı

・

A
ra

	tırm
aları,

7

�8

（1988

）,pp.
33

�54
;

Ip

�irli,
M

ehm
et,

“A
rzuhal”,

in
T

ürkiye
D

iyanet
V

akfı

・

Islâm
A

nsiklopedisi,
vol.

3,
1991,

pp.
447

�448
;B

en-B
assat,

Y
uval,

Petitioning
the

Sultan
:Protests

and
Justice

in
Late

O
ttom

an
Palestine

1865

�1908
,London/N

ew
Y

ork
:I.B

.T
auris,2013,pp.

28

�

33

を
参
照
。

（
３０
）

T
ekin,Zeki,“O

sm
anlıD

önem
inde

D
ilencilik”,

in
G

üler
E

ren

（ed
.

）,
O

sm
anlı,

vol.
5,

A
nkara

:
Y

eni
T

ürkiye
Y

ayınları,1999,p.575.

そ
の
他
の
事
例
に
つ
い
て
は
、Ö

zbek,

・

�

N
adir,

“O
sm

anlı
Im

paratorlugu’nda
D

ilencilere
Y

önelik

�

D
evlet

Politikaları
ve

K
am

usal
Söylem

in
D

egi

�im
i”,

in
K

orkut
T

una
&

Suvat
Parin

（eds.

）,B
ir

K
ent

Sorunu
:

D
ilencilik

:Sorunlar
ve

Ç
özüm

Y
olları:18

�19
E

kim
2008

:

・

・

Sem
pozyum

B
ildirileri

,
Istanbul

:
IB

B
Zabıta

D
aire

�

B
a

�kanlıgı,2008,p.19
;Singer,C

harity
in

Islam
ic

Societies,
pp.149

�150

を
参
照
。

・

（
３１
）

G
iladi,A

.,“Saghı̄r”,in
E

ncyclopaedia
of

Islam
,

2nd
ed.,

vol.8,1995,p.826
;Singer,C

harity
in

Islam
ic

Societies,
p.

194.
（
３２
）

U
nan

,
K

urulu

	undan
G

ünüm
üze

F
âtih

K
ülliyesi,

p
.

291
;A

raz,
Y

ahya,
16.

Y
üzyıldan

19.
Y

üzyıl
B

a

	larına
O

s-

・

m
anlı

T
oplum

unda
Ç

ocuk
O

lm
ak,Istanbul:K

itap
Y

ayınevi,

史

学
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2013,pp.112

�113.
（
３３
）

Y
ediyıldız,Institution

du
vaqf,p.215.

（
３４
）

C
ezar,

Y
avuz,

“18.
Y

üzyılda
E

yüp’te
Para

ve
K

redi
K

onuları
Ü

zerine
G

özlem
ler”,

in
T

ülay
A

rtan

（ed
.

）,18.

・

Y
üzyıl

K
adı

Sicilleri
I

	ı
ında
E

yüp’te
Sosyal

Y
a

	am
,

Istan-
bul:T

arih
V

akfı
Y

urt
Y

ayınları,
1998,

pp.
28

�29
;

Ç
iftçi,

C
afer,

“O
sm

anlı
D

önem
inde

B
ursa’da

E
ytâm

K
eseleri”,

U
luda


Ü
niversitesi

F
en-E

debiyat
F

akültesi
Sosyal

B
ilim

ler
D

ergisi,4/5

（2003
）,pp.81

�96.

（
３５
）

A
bacı,

N
urcan

,
B

ursa

�ehri’nde
O

sm
anlı

H
ukuku’nun�

U
ygulanm

ası

（17.
Y

üzyıl
）,A

nkara
:T

.C
.

K
ültür

B
akanlıgı,

2001,
pp

.
180

�181
;Peirce,

Leslie
,

M
orality

T
ales

:
Law

and
G

ender
in

the
O

ttom
an

C
ourt

of
A

intab
,

B
erkeley

:
U

niversity
of

C
alifornia

Press,2003,p.151
;A

raz,
O

sm
anlı

T
oplum

unda
Ç

ocuk
O

lm
ak,p.161.

ア
ラ
ズ
は
捨
児
を
近
世
オ

ス
マ
ン
社
会
の
例
外
的
な
事
象
と
見
做
し
た
が
、
そ
の
見
方
の
妥

当
性
に
つ
い
て
は
今
後
実
証
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
３６
）

Faroqhi,
T

ow
ns

and
T

ow
nsm

en
,

pp.
279

�280
;A

bacı,
B

ursa

�ehri’nde
O

sm
anlı

H
ukuku

,
pp

.
180

�181
;G

inio
,

“Living
on

the
M

argins”,
pp.

173

�176
;Peirce,

M
orality

T
ales,

p
.

151
;K

erm
eli,

E
ugenia,

“C
hildren

T
reated

as
C

om
m

odity
in

O
ttom

an
C

rete
”,

in
id

.
&

O
ktay

Ö
zel

（eds.

）,T
he

O
ttom

an
E

m
pire

:M
yths,

R
ealities

and
‘B

lack
H

oles’

�C
ontributions

in
H

onour
of

C
olin

Im
ber,

Istanbul:
Isis

Press,2006,
pp.

277

�280
;A

raz,
O

sm
anlı

T
oplum

unda
Ç

ocuk
O

lm
ak,pp.155

�156,168

�174.

ア
ラ
ズ
や
ア
バ
ジ
ュ
の

研
究
に
よ
れ
ば
、
子
供
を
家
事
使
用
人
と
す
る
こ
の
行
為
は
史
料

に
お
い
て
「
養
育
（terbiye,beslem

e

）」
や
本
来
イ
ス
ラ
ー
ム

法
で
禁
止
さ
れ
た
「
養
子
縁
組
（tebennî

）」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

（
３７
）

G
inio,“Living

on
the

M
argins”,pp.173

�176.

（
３８
）

A
raz,O

sm
anlı

T
oplum

unda
Ç

ocuk
O

lm
ak,pp.156

�157,
175.

（
３９
）

A
raz,O

sm
anlı

T
oplum

unda
Ç

ocuk
O

lm
ak,pp.156

�158.

（
４０
）
こ
の
教
会
・
修
道
院
の
ワ
ク
フ
化
を
め
ぐ
る
諸
研
究
と
そ
の
概

要
に
つ
い
て
は
、Faroqhi,“Pious

Foundations”,pp.252

�

253
;Singer,

C
harity

in
Islam

ic
Societies,

p.
99

;Laiou,
So-

phia,
“D

iverging
R

ealities
of

a
C

hristian
V

akıf,
Sixteenth

to
E

ighteenth
C

enturies”,
T

urkish
H

istorical
R

eview
,

3/1

（2012

）,pp.1

�18

を
参
照
。

（
４１
）

R
ozen,M

inna,A
H

istory
of

the
Jew

ish
C

om
m

unity
of

Is-
tanbul:T

he
F

orm
ative

Y
ears

1453

�1566
,

Leiden/B
oston

:
B

rill,2002,pp.214

�220.

（
４２
）

A
lexander,

John
&

Sophia
Laiou,

“H
ealth

and
Philan-

thropy
A

m
ong

the
O

ttom
an

O
rthodox

Population
,

E
ight-

eenth
to

E
arly

N
ineteenth

C
entury”,T

urkish
H

istorical
R

e-
view

,5/1

（2014

）,pp.1

�15.

ア
ラ
ブ
史
研
究
で
は
ダ
マ
ス
カ
ス

と
ア
レ
ッ
ポ
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
共
同
体
に
関
す
るA

yalon,Y
aron,

“Poor
R

elief
in

O
ttom

an
Jew

ish
C

om
m

unities”,
in

A
rnold

E
.

Franklin
,

R
oxani

E
leni

M
argariti

&
M

arina
R

ustow
（eds.
）,Jew

s,
C

hristians
and

M
uslim

s
in

M
edieval

and
E

arly
M

odern
T

im
es:A

F
estschrift

in
H

onor
ofM

ark
R

.
C

o-

近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
都
市
の
慈
善
と
救
貧

一
五
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（
三
八
一
）



hen
,Leiden

:B
rill,2014,pp.67

�82

が
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

一
八
世
紀
ア
レ
ッ
ポ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
・
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の

各
共
同
体
に
お
け
る
慈
善
・
救
貧
制
度
の
ほ
か
、
前
述
の
後
見
人

制
度
や
家
事
使
用
人
に
つ
い
て
は
、M

arcus,T
he

M
iddle

E
ast,

pp.202,208,216

�217

を
参
照
。

（
４３
）
慈
善
・
救
貧
史
研
究
に
お
け
る
ワ
ク
フ
調
査
台
帳
の
史
料
的
重

要
性
を
改
め
て
示
し
た
研
究
と
し
て
、
そ
の
記
述
か
ら
食
糧
・
衣

服
の
施
し
の
具
体
的
内
容
を
検
討
し
たY

erasim
os,Stéphane,

“Feeding
the

H
ungry

,
C

lothing
the

N
aked

:
Food

and
C

lothing
E

ndow
m

ents
in

Sixteenth-C
entury

Istanbul”,
in

E
rgin,et

al.,F
eeding

People,pp.241

�249

が
あ
る
。

（
４４
）
修
道
場
の
運
営
や
社
会
的
役
割
に
関
す
る
研
究
にFaroqhi,

Suraiya,
“A

gricultural
C

risis
and

the
A

rt
of

Flute-Playing
:

T
he

W
ordly

A
ffairs

of
the

M
evlevî

D
ervishes

（1595

�

1652

）”,T
urcica

,20

（1988

）,pp.43

�70
な
ど
が
あ
る
。

・

（
４５
）
「
金
曜
行
列
」
に
つ
い
て
は
、Ip

�irli,M
ehm

et,“O
s-

�

m
anlılarda

C
um

a
Selâm

lıgı

（H
alk-H

üküm
dar

M
ünâse-

betleriA
çısından

Ö
nem

i

）”,in
Prof.

D
r.

B
ekir

K
ütüko


lu’na

・

・

A
rm

a


an
,

Istanbul:Istanbul
Ü

niversitesi
T

arih
A

ra
�tırm

a
M

erkezi,1991,pp.459

�471

を
参
照
。

（
４６
）
「
王
家
の
祝
祭
」
が
も
つ
慈
善
機
能
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
礎

的
研
究
と
し
てFaroqhi,Suraiya,“B

ringing
G

ifts
and

R
e-

ceiving
T

hem
:T

he
O

ttom
an

Sultan
and

H
is

G
uests

at
the

Festival
of

1720”,
in

B
arbara

Schm
idt-H

aberkam
p

（ed
.

）,
E

uropa
und

die
T

ürkei
im

18.
Jahrhundert,

G
öttingen

/
B

on
:V

&
R

unipress/
B

onn
U

niversity
Press,

2011,
pp

.

383

�402

が
あ
る
。

（
４７
）
癩
病
院
に
つ
い
て
は
一
先
ずY

ıldırım
,N

uran,“M
iskinler

T
ekkesi”,in

T
ürkiye

D
iyanet

V
akfı

・

Islâm
A

nsiklopedisi,
vol.

30,2005,pp.185

�186
;Sarı,N

il&
Ü

m
it

E
.K

urt,
“Ü

sküdar
M

iskinler
T

ekkesi”,
in

B
ülent

Ö
zaltay,

N
uran

Y
ıdırım

&
M

urat
Ç

ekin

（eds.

）,Prof.
D

r.
A

li
H

aydar
B

ayat
A

nısına
D

üzenlenen
O

sm
anlı

Sa


lık
K

urum
ları

Sem
pozyum

u
:

2

・

H
aziran

2007
,Istanbul:Zeytinburnu

B
elediyesi,2008,

pp.
81

�109

を
参
照
。

�

（
４８
）

G
ökta

�,U
gur,

“K
ülhanbeyleri”,

in
D

ünden
B

ugüne

・

Is-
tanbul

A
nsiklopedisi,

vol.
5,

1994,
p.

164
;B

oyar,
E

bru
&

K
ate

Fleet,
A

Social
H

istory
of

O
ttom

an
Istanbul,

C
am

-
bridge/N

ew
Y

ork
:C

am
bridge

U
niversity

Press,
2010,

pp.
253

�254.

（
４９
）
例
え
ばSinger,

A
m

y,
“C

harity”,
in

G
ábor

Á
goston

&
B

ruce
M

asters

（eds.

）,E
ncyclopedia

of
the

O
ttom

an
E

m
-

pire
,

N
ew

Y
ork

:Facts
on

File
,

2009,
p

.
137

;
A

yalon
,

N
atural

D
isasters,pp.42

�44.

・

（
５０
）

G
enç

,
M

ehm
et

,
“

K
lâsik

O
sm

anlı
Sosyal-Iktisadî

Sistem
ive

V
akıflar”,V

akıflar
D

ergisi,42

（2014

）,p.16.

（
５１
）
例
え
ばScalenghe,Sara,D

isability
in

the
O

ttom
an

A
rab

W
orld

,
1500

�1800
,

N
ew

Y
ork

:
C

am
bridge

U
niversity

Press,2014,pp.84

�85.
（
５２
）
「
サ
ダ
カ
の
石
」
に
つ
い
て
は
、
一
先
ずA

cun,H
akkı,“T

a

�

（T
ürk

K
ültüründe

T
a

�T
ürleri

）”,
in

T
ürkiye

D
iyanet

V
akfı�

・

Islâm
A

nsiklopedisi,vol.40,2011,p.143
;A

car,

�inasi,
“Is-

史
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）



tanbul’da
Sadaka

T
aşları”,

in
C

oşkun
Y

ılm
az

（ed.

）,A
ntik



�

�

Ç
ag’dan

X
X

I.
Y

üzyıla
B

üyük
Istanbul

T
arihi,

vol.
4,

Istan-

�

�

bul:IB
B

K
ültür

A

�./
ISA

M
,2016,pp.449

�451

を
参
照
。

（
５３
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、G

inio,“Living
on

the
M

argins”,pp.
165

�165
;Singer,C

harity
in

Islam
ic

Societies,
p.

106

を
参

照
。

（
５４
）
こ
れ
に
関
連
す
る
研
究
と
し
て
、
ワ
ク
フ
財
源
で
あ
る
商
館

（hân

）
の
建
設
・
修
復
を
商
業
・
経
済
発
展
や
人
口
増
加
と
関
連

付
け
て
論
じ
たM

urphey,R
hoads,“T

he
G

row
th

in
Istan-

bul’s
C

om
m

ercial
C

apacity,
1700

�1765
:T

he
R

ole
of

N
ew

C
om

m
ercial

C
onstruction

and
R

enovation
in

U
rban

R
e-

new
al”,

A
cta

O
rientalia

A
cadem

iae
Scientiarum

H
ungari-

cae,61/1

�2

（2008

）,pp.147

�155
が
あ
る
。
ま
た
、
戦
争
や
経

済
危
機
、
自
然
災
害
に
伴
う
ワ
ク
フ
の
衰
退
に
つ
い
て
は
、Singer,

C
harity

in
Islam

ic
Societies,pp.108

�109
を
参
照
。

（
５５
）
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
慈
善
が
受
け
た
影
響
の
多
様
性
・
複
合
性
に

つ
い
て
は
、Singer,“C

harity”,p.135

を
参
照
。
給
食
所
の
起

源
を
め
ぐ
る
考
察
に
は
、E

rgin,et
al.,“Introduction”,pp.14,

16

�17

が
あ
る
。
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の

宗
教
寄
進
と
ワ
ク
フ
の
類
似
性
を
論
じ
たA

lexander
&

Laiou,
“H

ealth
and

Philanthropy”,p.7

の
ほ
か
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
期

に
給
食
所
や
モ
ス
ク
に
転
用
さ
れ
た
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
宗
教
・
慈

善
施
設
に
関
す
る
林
「
イ
ス
ラ
ム
都
市
の
慈
善
施
設
」
一
二
二

―
一
二
三
頁
お
よ
び
大
月
康
弘
「
ビ
ザ
ン
ツ
国
家
と
慈
善
施
設

―
皇
帝
・
教
会
・
市
民
を
め
ぐ
る
救
貧
制
度
」
長
谷
部
史
彦
（
編

著
）『
中
世
環
地
中
海
圏
都
市
の
救
貧
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
四
年
、
一
―
四
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５６
）

T
ekin

,
“O

sm
anlı

D
önem

inde
D

ilencilik
”

;
D

em
irta

�,
M

ehm
et,“O

sm
anlıB

a

�kenti’nde
D

ilenciler
ve

D
ilencilerin

T
oplum

H
ayatına

E
tkileri”,O

T
A

M
,20

（2006

）,pp.
81

�104.

そ
れ
以
前
の
重
要
な
事
典
項
目
と
し
て
、K

oçu,R
e

�ad
E

krem
,

・

“D
ilenci,D

ilenciler”,in

・

Istanbul
A

nsiklopedisi,vol.8,Istan-
bul:K

oçu
Y

ayınları,1966,pp.4572

�4577

が
あ
る
。

（
５７
）

Ö
zbek,“D

evlet
Politikaları”,pp.17

�21.

地
方
都
市
に
関

し
て
は
、
一
八
世
紀
サ
ロ
ニ
カ
に
お
け
る
解
放
・
逃
亡
奴
隷
を
中

心
と
す
る
物
乞
い
集
団
と
そ
れ
に
対
す
る
地
方
当
局
の
姿
勢
を
検

討
し
たG

inio,“Living
on

the
M

argins”,pp.171

�172

が
あ

る
。
ア
ラ
ブ
史
研
究
で
は
一
八
世
紀
ア
レ
ッ
ポ
の
物
乞
い
と
そ
の

同
職
組
合
に
関
す
るM

arcus,T
he

M
iddle

E
ast,pp.214

�215

と
、
一
八
世
紀
末
カ
イ
ロ
の
ア
ズ
ハ
ル
学
院
に
お
け
る
物
乞
い
と

視
覚
障
害
の
関
係
を
論
じ
たScalenghe,D

isability,p.83

が
あ

る
。

（
５８
）
一
八
世
紀
末
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
人
口
流
入
と
社
会
不

安
、
浮
浪
者
や
失
業
者
の
問
題
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
、B

a

�aran,
B

etül,
Selim

III,
Social

C
ontrol

and
Policing

in
Istanbul

at
the

E
nd

of
the

E
ighteenth

C
entury

:B
etw

een
C

risis
and

O
r-

der,Leiden/B
oston

:B
rill,2014

が
あ
る
。

（
５９
）

T
ekin

,
“O

sm
anlı

D
önem

inde
D

ilencilik
”,

p
.

571
;

D
em

irta

�,“O
sm

anlı
B

a

�kenti’nde
D

ilenciler”,
pp.

83

�84,
89

�90
;B

oyar
&

Fleet,A
Social

H
istory,p.137

を
参
照
。

（
６０
）

B
a

�bakanlık
O

sm
anlıA

r

�ivi,C
evdet

B
elediye

no.
7597,

d.24
Safer

1149

（1736/7/4

）.

こ
の
台
帳
の
概
要
と
史
料
的
重

近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
都
市
の
慈
善
と
救
貧

一
五
九
（
三
八
三
）



要
性
に
つ
い
て
は
、T

ekin,“O
sm

anlıD
önem

inde
D

ilencilik”,
p.

573
;D

em
irta

�,“O
sm

anlı
B

a

�kenti’nde
D

ilenciler”,
pp.

86
�87

を
参
照
。

（
６１
）

B
a

�aran
,

Selim
III,

Social
C

ontrol,
pp.

36

�40
;id

.
&

C
engiz

K
ırlı,

“Som
e

O
bservations

on
Istanbul’s

A
rtisans

during
the

R
eign

of
Selim

III

（1789

�1808

）”,
in

Suraiya
Faroqhi

（ed
.

）,
B

read
from

the
Lion’s

M
outh

:
A

rtisans
Struggling

for
a

Livelihood
in

O
ttom

an
C

ities,
N

ew
Y

ork/
London

:B
erghahn

B
ooks,2015,pp.260

�263.

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

一
六
〇
（
三
八
四
）


